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情
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ま
で
、
間
一
れ
組
行
会
議
室

事畏氏招言語皇室/i計百湾地区行政センター管ぐ22)2711 
o法樟栂談毎月第2第 3金曜日1茸時-1続時〈予約制〉
。その地の相識 鮭月数背相談、交通事故相談、掃人成主主控E助
相談ぞ行っています。

o県市合符椙諮 10月26日仁金摺日)13持 -18時
と滋害相談、交通事故調溝、県政、市政一般相談なと2

視役会鎗内綴談窓雷はのおお

心配Gと相談 .fff遮月盟自く第5を除ぐ)1311寺-15時
母子相談・平田、 9時-1耳時30分 g 常設

型経略童相談事平目、 9時-16時
高齢者職業相談・平自習時部分-16時 e土議臼 昔時分-12時
結婚相説 e銭i圏毘譜尽問時-16時

7官渓相談室/市役所管(23)1111 

一般活揮相談・ 11汚13Bζ火盟日) . 13時-161詩人数に嗣iJI~がある(13野交付コ

人権活種相談・ 10月16臼 '11月 6日く火曜日) .13時-16時
行政苦情椙説・ 10月訪日朝日汚 6B (火瞳日) -13時-16持
基筆記相談・ 11月 9臼 f長b宮臼) .13時-16時
宅地建物相談・ 10月23日くソ4議日〉・ 13時-16時 A数iこ制限があるcl3時交付〉
住宅相識.10月16臼 E火曜日) '131持-16時
再明君考案仁特許3相談.1!J'l 5 B (月曜日) .1由時--15時
下請取引巡回あっせん盆 10J'l18B・11J'l15日て木瀧田) 13時30分-16持
定例年金栢談・ 11月呂臼 C木曜臼3 ・9時305ケ-16時
梢間生活娼談咽毎週水腫目。 10時-15時
青少年相談 e平日、事時-16時 a常設 E脅少年諜3
φ交通事故相談旺i毘月摺日・ 10時-16時交通安全協金〈市民セジタ}富〉
。教育相談奇書君主苦で予約33-5535 敢育研究所相談言語 民受け付けは相談跨捕時間かち
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日
会
官
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え
閉
会
さ
れ
た
。
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、
一

般
会
計
補
正
予
算
ゃ
、
特
別
会
許
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
仮
転
勤
労
会
館
の
工
事
詣
負
契
約
な

pfヤ
ハ
説
草
が
提

案
さ
れ
た
が
、
審
議
の
結
皿
訳
、
原
案
ど
お
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可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
会
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終
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に
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人
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計
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と
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笹喜喜多村会平婆箆浜侶箆定資重量塁蓄量竜

9月補正予算の主なもの
広報無綿装農受信層増設工事費〈豊田宮下、下吉 E 
沢) 760万円 5
'l<'.差点内自転車道切D下げ工事費 1，3∞万円 2
4反称琵語青少年の家設計等委託制e 6∞万円き
営護団地整構事業補助金i阜加〈岡崎地区分) 6，046万円 5
施設題芸省エホ凡ギーーモデル団地設l萱事業補助金2億6891万P3 ~ 
武田利用再編対揮転作特毘耐韻事業関連工事費 3，お4万円 E
真土第3かんがい誹水路改蜂工事費 1，8∞万円 E
商居館共同施設設備費帯助金 811万円言
中小企友会件対備資金調託金追加 1，000万円 5
訪災用備議禽噴建設事コおよび備蓄器材購入賞 6∞万円 3
舗霊安道、市議および側崎指修工事費・資材費 1億25∞万円 E
方自2号および4母親、南金目38号線、岡崎21号 芸
組改良工事費 6，卿万円 E
山下9号鶴、浅間信J2号緯改良および舗装工事費 6，5∞万円 E
古川縮、八幡変申頼主伝送設鍛工事主主 4，2∞万円 2
醸用河川三笠川五三f宗改修工事費 2，7∞万円 5
若宮誹水路改鰻工事問 (54 55年度継続 芸

1億4，3日つ万円のうち〉 ι泊。万円三
割払公隠轄備工事費 9∞万円 E
仮称四之宮公闘用地買収費 1鰭3，5∞万fIJ ~ 
各小中苧校校舎・屋体設計署長託料 Cl成島小学校 E 
校舎、松延小学校屋棒、みずほ小学校屋体、春日 E 
野中学校校舎、穴住中学校校舎) 2，178万円 E
t:t:F~小学校校怪整備費 2，460万円 2
花水λh苧授揺体屋根改悟等工事費 1，550万円 5
金旭中学校プレハブ校舎移興工事費 2，260万戸J;; 
床洋中学抄校怪整備工事時 2，660万円言
抗野、中原、豊田公民館自転車経場設震工事費 160万円♂

2 
9 

※i高察主主i苦毅談も行います
担当 生精鋭市民相談室富 CTE L-23-1111内輯29:b

勤務町

三R訪町長舘

制親方自樹立市御所1興事の11番の窓口で行ってい法す



く〉会綴 10fl28S~11 丹 11 臼

く〉会場 紅谷部7市営霊主牽:湯
。蝿入 10月初日~10月27[:)

o番変日 11月 2日午前 913-，1'---
花、続投倍、設裁、怒I室、切花J
2次審査は11月 8臼 C韻 21':切り
作。はj正午まで受付〉守後から。

0搬出 llFJ12臼

中出品物・主主蓋競技才ECI'亨「物 笠予告のノ宇 籾
管一恕光玉笛〉・第一CfJ(切!J1GC椴管一閣
翠春風陣庄邸宅大満月コー第二点前I!J

花 αデ物一半島町湾、大;苛錦生〉

円
献
は
私
た
ち
DLt活
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
白
。
そ
し
て
、
生
活
じ
日
本
忌
主
う
る
お
い
を
与
え
℃

ぞ
れ
る
大
切
な
成
。
今
年
も
、
十
月
二
十
日
か
ら
+
一
月
十
九
日
ま
で
白
一
か
月
を
「
慰
苧
緑
化
月
間
」
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
仔
事
を
撮
り
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
a

日
ま

tzれ
生
ま
ぶ
た

一
年
保
育
と
な
っ
て
い
る
。

マ
入
額
厳
密
白
血
布
各
幼
稚
闘
で

該
当
す
る
軍
庭
に
は
、
十
月
中
に
就
一
月
十
五
回
(
開
口
)
か
ら
十
一
月
五
B

学
時
健
展
診
断
通
知
書
を
送
る
。
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学
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小
小
小
小
小
小
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小
小
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小
し
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中
盤
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紙
調
金
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田
積
久
間
真
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祁
な
蹴
出
様
み

市立幼稚E患の通閤E主主義と募集人員
さくらj;t点差溜 55-4414 2∞人 穴野・八幡島真ニヒ小学校区
ひばb幼推綴 31-3828 240人中原・南j京 a松7';f_fi:;j冶 9
豊田WJ格闘 31-5326 80人豊田小学校ぽ
ぱ:密幼稚園 58-1415 80人こと屋 グ
:Jb't 島幼棺閣 55一一口953 ，80人掛島 グ

金 百幼稚閥 58一一0243 160入金目園みずほ小守校区
滋主力稚園 22-4189 80入 港 9 

松原誠稚趨 23-c宮834 80人松原タ

入学児童の健康診韓日

学校と実施場所

長祭義小学校

港小学校

松居称号明

霊富士見ノム字決

花水小学校

わたしたちのまち郷土平塚の身近な風足や観兇

行事の等主E伊品世募集する

。サイズ ヰツ切以上
。事事め切哲 10fl31S 
く>i議官先平塚市観光協会 C市商ヱ課内〉
または市内紙文具弱総合加盟后へa

民名、学校名、学年を忘

会 28誌〈詔〉
雨交の場樹立1JPl4 

ころ
く〉爾j苫苧づ， 0の楽しいお底〈約120窃〉

o催し物 @ミニ呂 L運転、ラジコジレ}
ス、落欝きコ}ナ}、竹潟童話送、七タメ護主、

金魚すくし¥告書酒コジテスト、ガ〈あめ

く〉パレー1<.みとしパレ日民間対ばやし
ミミス七夕パレ町トヘ関東学院プラスパY ド

出詳しいことは10月28誌の新瀦折!l込み
f案内J在番践にe

T告E莞市費行事室損金ぐ雲量懇22-251む



平
山
棋
の
ま
ち
は
、
駅
前
か
ら
活
甑

b
t飴
め
る
。
一
一
十
一
一
刀
市
民
自
定
を

放
射
状
に
集
め
る
平
按
駅
は
、
市
民

と
毛
し
ザ
ム
周
辺
都
市
田
生
活
白
話
京

で
あ
D
、
情
報
の
申
込
山
で
も
あ
る
e

若
者
自
語
ら
い
の
場
、
家
族
の
や
ナ

ら
さ
の
揚
と
も
芯
っ
て
い
る
駅
前
。

そ
の
駅
前
の
二
十
四
時
腐
は
、
一
部

ど
の
よ
う
な
姿
な
の
か
、
興
味
潔
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

出
動
を
忽
ぐ
時
間
、
ジ
ョ
ッ
ピ
y
F

V蒸
し
一
む
員
、
酔
い
ど
れ
の
蘭
等
々

そ
に
町
ば
様
々
な
顔
笠
写
7
M出
し
て

い
る
G

は
た
し
て
ど
の
顔
が
一
番
い

い
の
だ
d

守
弓
市
民
自
一
部
に
し
か

践
を
の
ぞ
か
せ
て
い
な
い
真
夜
中
の

午
前
零
時
、
カ
メ
ラ
は
そ
れ
、
L
Yも
4
J

旬
以
ツ
ピ

p
と
ら
え
て
み
た
。

く〉と ぎれ 3認(ニ主〉潟天広告iと

く〉集会場所平塚駅改札前8a寺

く〉コース 平塚駅湯河原日掛山誠願寺

白湯河原駅一平現駅〈恭行約8Km)
×弁当、水筒、交通費1，3C耳s持害者a

く
く〉と き 10}き21尽(詞)f.露天中止
。主義念場所 平塚駅改札口線号待

く〉コース 平塚駅ーニ宮田浅間以上，百合

午後四 h ツピング鳴りの楽しい 響警警警察震も出動。
ひとと書。駅ピル活保jの公溜!こで 子棋の胸に赤い羽根丑

32i i i izi?!;雪
袴翠鼻高最高 。た長吉丈
平掘大大大大 ど余人以

ZB;;;; 註22
安辺官官吉富 主主ヌ主 日

る
一
す
一
吾
一
と
一
こ
一
円
緑
色
成
品
同

山
山
一
守
護
帥
均
一
一
位
金
一
回
、
一
一
一
位

ひ
一
中
原
、
問
位
箆
士
見
、
五
伎
町

か
一
六
位
花
木
、
七
位
金
田
、
吉
沢
、

万
一
九
位
真
土
、
l
f
h
μ

関
原
、
十
一

わ
一
港
、
十
二
位
沼
之
官
、
十
一
二
位

い
一
回
、
↓
四
位
山
山
小
山
岳
山
、
↓
五
位

一
問
、
十
六
位
な
で
し
こ
、
↓
七
位

、
f

寸
八
位
構
内
、
十
九
円
以

ニヰ
f

位
枚
目
郎
、
二
十
一
位

10晃22沼(Jl)午後1草寺~号待
見12箆〈汚〕グ
なお、茸重要詑ぞっ〈上ば吉〉と1璽動のでさ量

る線装で重参加する己と@

誰でも自由lこ京j用できる@種目ばパス

よT'}l }-"パレ}、パドミントジ、卓球。

バドミントジ、左手主主のごラケ'y}、、主ノマトlh

ポーんは各自持五二。ずるa



ぐこどもの本..

~-いえほん ~γ~ぱV

や〈そ〈 高出枝子

えをかく 谷川俊太郎

トキ子のカボブ γ 黒ffl 常幸
のらねζ ドY 宮本忠夫

きみはしっている 五日本太郎主

あしたてんさになあれ花之内雅苫

10人の子どもたち B ブンシェノレ 2 
白ねずろえと とってむちってむ

アカポミノ!.iョヴヱ

〈オつの木になったむナめ

百世古和子一

いたずらこざる
ジョン・プストロ yプ

どうぶったちのテレピきょく
U 同グヨイペ

v 、~、~へ読 物~~-ーん

いじっばDクッキー 堀内純子

おとうさんは年 引地 正

ニネッジ』のおむこさん角野栄子

日os紅より 伊藤信

先 '1にはないしょ 宮川ひろ

たつやとなぞの苫 高橋 JJ{-j 

おまわりさんのさがしもの
前町より子

ふしぎなひ己うさ 式石 同

d曜日のシモン 竹下文子

役掘の騎ゴゴ ゃなせたかし

ピンチピジチピンチ
坂本伊都子

る7ばん央主主 主宝Jil ひろ

v一定斗学・エ作-その他~­

おもちゃづ<lJ 組問広l'円

ベーノ珂の人形たち藤間良平

Pヌギ林の24時間 海野和男

大裂を.lI.る会
散の翠黛・星問者箆ょう一一

秋白黒!'i"のなかにうかぶアンドロメダ座の

大星雲やプレヤデス星切などの天体を観援す

る。

.8時 11月17日午後5時-7時まで。
'申し込み 11月 7日までに柱復はがさで博
物館へ。定員30人、多いときはj[~返還とする。

く〉自然観察会
昭とき 11月25日亡日〉雨天中止
ーコ}ス諜野市弘法lU周辺
・内容 オ!.i.ヱンテ-j)ングコースで支却f多国
の使い方を学ぶ。

・申し込み 11月158までに往デ復はがきで博
物館へ。民名、年齢、住昇、電話番号を忘れ

ずにa 多数の場合は抽選でお人。

く〉体重量学潔泌36 紙をすこう
日オご古来屯〉手:すき和紙を自分たちの手です

こうとしうもの。

・自時 10月28日 午前吉時30分~午後3時
ー申し込み 10J'l21臼までに往復はがきで博
物館へ。多数の揚合は抽選で25人。

合体験学習Na37s草色ドライフラワー
をf午ろう

莞しい花をモのまま永遠に咲いた状鰯で題

定してみよう。

@日時 11月25日〈日〉午捜 1時~4時まで、
ー申し込み 11月 1臼までに往復はがきで博
物館へ。定員50入。
官槽物館干254浅間約12-411電話33-5111

主主号央霊童会
011月11日 C日) 10時、時
fJhさい逃亡者Jカヨー 1時儲50分

支こども挟議会
011T118日 (8) 淑帯、時

「な~I くwつ三銃士j アニメ」ジョ y 55分

台16ミ1)狭写機技術議習会
図書館樗聴覚ライブラリーでは、次の要領

で16ミJJi誤写み幾撹筒講習会を跨<. 1人でも
多くの方に16ミj)U央写機の調作設覚えていた
だき、 16ミ』股磁を利用してもらおうとおこ
なうもので、棒了後認定証が受付される。

C日時 11月14日〈水)-15日仁木〉
9時-16S寺30分 (2日間コ

C場所図書館3踏会議案
。費用テキストf't40C河
。対象市内在住、在勤、在学のガ

C募集人員 30名
。申し込み 10月24白(71<.コからE亘書館苦芋聴
覚ライブ:'7!]ーへ〈篭話でも可〉

会骨食宮臼 毎週月嘩日、月末、祝臼亡11月 3

沼仁土))、特別整淫期習仁10月 9日〈ゾく)-
10月22日〈月)) 
会慰霊寄措 千浅間罰了12-41犠話31→0415

。10月278(土〕
・小型映画 18時~21日寺 青少年金官官。10月28E1(認〕
'111 棚 11時 -17時娯蕎必民館
・謡 曲 9時~17時県立農薬会館

く>11sl2霞〈会〕
a民 謡 13時-15時市戸セジ弐叩
・民 舞 15時~17時 " 
・詩 吟 18時 -21時 9 

011 fl 3民(土〉
短歌
・洋 舞

:響詩書
く>11汚ヰ尽〔臼〉
・子供首誕 1C時-12"時i'Pl(;-t:/ター

・邦議 1:時与 タ

・音楽同友子会 15時 r--17日子 9 

・音 器

:幸運
η111111111111111¥1111展 示物 1Illlllltllll山!l!i

011 丹 2 臼 ~4 日 見別内律背貧富

鎌禽形

模擬府、

・10月21臼 (8)1明寺-16時
・入場自由、家族そろっておでカ功オを。

史書聖徳教室・綴喜富コース

シノレタスクj)-Y(カッテ J ジグ技法〉で
年賀状やク!.iスマスカード役作ろう。

毎日月 6臼-12月日毎遅火曜日18時3(分か
ら2(碍305うまで。
・青年20人を対象。教材費として 500円ほど
必要

1を特技指導者研修

職場やすークルですくやに役立つPR技街の
顎得法やその場ですぐに使えるYY!fやゲー
ムのいろいろ。

・11月7日、 14臼 (9時~時17)、11月11日
25日(18時 -21碍〉
a高校告主λ上の膏拐、一岐'60人。
.;盟動グyと運動できる時服、筆記用具持委歩

合休措箆笹溜月瞳日、 11月 48

号制止、電話または墜瞳東

うぞ。議議32-7029



10月16白神田弘民館
10月18日 伊邪路公史館
10!'l23日路公民館
10月25日 王宮沢公民館
11月 1日 金日弘、民舘
11月 6日須賀公民館
11月9日 市役所会議室
11月13日 土屋公民議官
11月15臼 量豊田公院議官

4・
⑫平塚保健所〈電話32-D130)
軍事場所・平塚保健L伊f

輔時間・ 13時~14時まで

3語、JlJ思{長室診〕
11月2日 54年 7月 1B~10日生
11月 9日 54年 7 月 11 日 ~20日生

11月16日 54年 7 月 21 日 ~31D主主

3殺到健診3
11月 1日 51年 9 丹 1 臼~1O自主主
11月 8日 51年 9;".HIE1"-20日生
11月22日 51年 9fJ 2113~30日æ

);(蹄時公民館

10月訪問 神田公民館、大野公民主宮
出揖島公民館

10月19臼 1E71て公民館、市E訴すd践
CVZIiiJは来春の予定〉

生後10か月から12か月末腕白赤ち
ゃんが受ける惚説。受診でときる医峨

静鳥羽カ略1られているa くわしいこと
は平境時健所におたずねを。

新
年
婦
人
の
つ
、
ど
い
の
司
に

ゃん

1長田村16 閤オはで斉木呉服厨を経
鐙しておられる斉;jÇii'~.ーさん C29
歳〉とお子さん (27歳〉の長男。
現在5か月で、除草8九、身長田
宇、 54年 3!"J28E'生まれ，
2歳になる莞里お姉ちゃんがい
つも遊んでくれる。それにノわてと

3人で近所の保育関まで散揖に行
〈のが諜しみ。孝太1sちゃんと美

里ちゃんは、母乳で育っているせ

いか丈夫で、 fqjでもよく食べるよ

い子。

て三種混合予防接種コ

受けや7い会

11月中に満1授になるお子さんを
対室長lこ~uýJJ _j巴鈎斜教室そ聞く。

日淳子 l1J-19 rJ 13時30分から
掛平塚民健所

初めて妊娠された方を対象に母続

教室を関心早めにお受けを。時間

は守二後1時30分から4時まで。母子
健闘手帳と筆記用具を

⑧市役所コース
。場所市役所B会談話
。申し込み 電宣言かはがきで申し込

む。(干254浅龍田J9-1市保健衛
生課電話23-1111内綜259)
中11月 5日、 12日、 1913、26ヨ

車覇第1期 3"書受ける
@対象 2歳(24か月〉から4歳 (48
か月〉までの幼児。なお、主義種問自曹

は 21iiJ3聞とも 3週間から 8週間
書留第2期 1"受ける
。対象槙1酷の3Ji匂白州冬わって
から一年以上 1年 67)，}，以内の期間

に受ける。なお、第1期は早めに受
紗て、第2期もなるべく 4歳までむ

終了するようにしていただきたい。

[10月1
23お Eグく〉 ι;、華民官、旭公民主官

民中央農協土沢支苛

24日く7]() ユベ野公民館、横内岳地
集会乙民主民豊田公E議官

25Bげに) ，j'j開公互設百、 X松原公
民1M，民金田公巨議官

号患遺

書覇対票 1歳 6か月を3fPえる幼氾
聾覇受付時間 今二校1碍から2時
語調金場福社会館

鰯持参するもの 母干健康苧肢と筆

言問司j其

量襲B程
11月 68 53年 4 }1 1 臼 ~10B~1'
11月13沼田年 4}jl1 日 ~20日空
11月20臼 53年 4 月21 日 ~30臼生

に集めて、ひらつか.x俗芸能まつD

(>とき 11月筏(設)
12時30分開場

く〉ところ T住民センターホーJ~

-tdil 覚 前鳥1'1'、高鰐高校乙女文楽昔話、
田村ばやし保存会、豊田内11111'1'供会、わら
刊明愛好者の虫、市漁業協同組合・須長室大漁

節保存会也

i 京入場は無斡e
A 担当市社会教育課成人教習偶

(寝室話 23-1111内膿524)

笠照公民館

回一γ額}lJ念日朝

誠島公民間

海付着地IZ町会館
横内公民館

丸E 乏とL己空自

東中原公民館

花京公民館

八橋公民館

大野公民鵡



策
潟
大
学
建
学
的
用

第
二
十
五
回
東
謡
大
学
建
学
祭
が

「
謡
歌
膏
議
」
雪
7
1マ
に
、
十
月

三
十
一
日
か
ら
十
〕
月
四
日
ま
て
の

五
日
開
問
、
一
関
心
血
同
大
学
玄
関
か
れ
る
。

い
ろ
い
ろ
捕
し
い
仔
事
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
を
。

門
主
な
櫨
し
も
の
}

A
V
ラ
イ
ブ
セ
ン
セ
ェ

l
シ
議
ン
コ
ン

サ
j
トも
H
U

月
3
日

2

・
午
接
2
時
間
叫
分
か
ら
こ
号
館
大
一
山

1
ん
で
、
た
だ
1
M
事
。

§
出
演
山
互
作
詞
向
井
ぽ
春
、

車
号
、
古
沢
良
治
郎
。

A
V
第
…
一
十
五
路
特
別
記
念
講
演
金

s

H
U克
4
a
(日
〉
八
回
}
一
教
索

。
噛
円
減
者
藤
本
論
一

e
午
按
三
時
1
五
時
ま
な

〈
大
神
青
木
京
民
〉

街
鼠
溺
火
器
は
、
昭

和
例
文
章
か
畠

潔
対
慎
の
一
環
事
業
と
し
て
、
設
時
且

計
砧
闘
に
恭
日
J

い
て
毎
年
各
自
治
会
G

と
に
設
鐙
を
滋
め
て
い
ま
す
。
本
年

度
の
設
盤
教
は
五
百
十
品
予
、

ζ
れ
が

完
了
す
る
と
一
応
岳
中
市
域
に
設
霞

〈
間
出
千
九
百
二
十
二
本
〉
し
た
ζ

と

に
な
白
一
ま
す
。
努
簡
単
り
あ
D
ま
し
た

大
神
地
区
も
五
年
度
で
、
他
L
凪
F
日間

関
係
、
泊
、
金
言
、
土
震
等
白
地
区

長
設
展
主
子
。
た
だ
し
、
住
宅
公

団
、
県
営
住
宅
大
相
抗
議
分
譲
住
宅
地

の
よ
う
な
、
住
宅
急
増
地
域
に
つ
い

て
は
、
吉
弘
+
五
存
度
判
回
路
会
時
計
曲
四

一一一ーヤ一一ー-P:一一一一

え
明
日
ひ
、
百
一
利
用
支

?
と
き
十
}
月
七
日
(
水
)
午
前

十
時
か
ら
午
伎
コ
一
一
時
ま
官
、

マ
と

tろ
市
ヴ
ぽ
関
内
公
民
組

門V
相
誠
島
県
中
先
児
世
相
次
昨
同

議
問
、
市
家
庭
山
地
話
相
談
山
内

マ
相
談
内
容
し
つ
け
、
お
ね
し
ょ

指
し
や
お
り
、
ど
も
り
、
知
恵
お
く

れ
、
手
足
の
不
自
由
、
性
患
苛

は
D
、弘明
1

あ
ん
ま
や
演
方
茶
を

治
揮
法
と
し
て
用
い
る
「
曹
#
際
学
)

を
理
解
し
て
い
た
だ
こ
、
?
と
講
品
開
会

を開聞く。

ヤ
臼
時
間
山
元
幻
百
午
後
〕
時
一
一
一
十

分
1
三
時
ま
で
。

マ
会
場
野
内
ピ
ル
今
治
5
i幻
)

マ
講
読
①
私
の
品
時
間
用
品
安
藤
好

問
先
生
、
②
健
康
Y
ポ
。
県
波
究
学

名
背
教
授
芹
沢
勝
勤
先
昼

「
第
二
回
は
た
ら
く
も
の
の
ふ
る

さ
と
ま
ワ

D
」
が
関
か
れ
る
ロ
お
議

M
V
合
わ
せ

0
2え
お
出
か
げ
を
一
命

マ
と
き
ぬ
月
四
百
iMμ
日

マ
と
乙
ろ
神
奈
川
県
凋
唱
労
働
ピ

ジ
主
l
〈
長
。
崎
駅
兆
口
徒
山
本
ア
十
分
)

守
内
容
混
一
京
市
町
一
一
(
絵
閥
、
咋
真

書
道
、
品
晶
表
、
苧
ヱ
ヨ
)
、
演
主
部

門
(
素
人
訂
以
r角
糧
、
パ
ン
ド
フ
ぷ

ス
テ
イ
パ
ル
、
時
川
和
な
ど
〉

神
奈
川
ふ
る
吉
と
ま
っ
D
と
平
揖

市
文
化
祭
行
事
の
一
環
と
し
て
、
平

塚
8
ミ
ηJ
ク
タ
プ
主
管
に
よ
D
、

「
ア
マ
ナ
a
ア
8
ミ
Y

A

A

関
税
必

会
」
者
向
聞
く
。

ヤ
日
時
十
月
二
十
七
日
〈
士
)
午

後
六
時
1
九
時
ま
で
。

マ
掃
討
間
平
塚
青
少
年
会
館

現
在
、
穏
掛
か
J

丘
に
建
設
中
の
市

営
住
宅
一
一
様
〈
五
階
選
文
一
一
一
階
建

て
各
一
様
)
白
人
居
習
を
募
集
す
竺

応
募
の
資
格
、
甘
捜
索
密
警
詳
し

い
ζ
と
は
十
一
月
日
昼
th広
報
ひ
ら
つ
か

の
中
で
檎
引
出
し
て
一
守
、
つ
も
り
で
県
指
摘
鋭
的
関
崎
上
、
も
う
し
ば
ら

す

。

く

お

待

ち

く

だ

さ

い

匂

な
お
二
百
鐙
時
期
に
ワ
い
T
A
は
、
〈
消
防
本
町
間
務
同
課
〉

で
お
知
ら
せ
す
る
@
三
期
待
伊
f

お

知

ら

せ

国
軍
人
七
市
鴎
、
そ
の
ま
慌
で
戦

後
Y
在
地
問
に
抑
閉
さ
れ
て
い
た
人

全
保
し
で
い
る
。
同
n

ザ
ヨ
の
収
集
や
補

償
問
題
の
解
決
の
た
め
、
情
説
会
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
む
述
泌
を
。

・
連
絡
先
会
凶
器
事
儀
推
進

協
議
会
早
器
支
部
我
妻
文
治
…
(
議

諮問山

loo一一一回)

消
防
本
部
で
は
、
防
火
管
津
高
む

資
格
的
議
講
南
会
中
~
聞
く
。

マ
日
時
十
月
二
十
九
日
、
一
二
十
臼

門v
会
場
合
同
庁
舎
志
満
師
会
議
笈

申
し
込
ぷ
等
詳
し
い
ζ

と
は
、
消

防
本
部
滋
防
諜
予
紡
品
開
(
電
話
n
i

一
一
一
一
…
問
。
内
鶴
一
一
一
一
〉
へ
。

消火器の設霊童[式本年度"一応完了

県
動
物
保
護
セ
ン
占
ー
で
は
、

捨
て
会
L
一
よ
る
野
犬
四
期
加
と
大
に

よ
る
怨
言
紡
ぐ
た
め
、
次
の
日
程

判
、
み
用
問
犬
の
巡
回
収
容
虐
行

50

φ
収
容
g

H

H

月日山円口

-
9時
加
分
訟
原
公
民
話

。
9
時
品
分
須
点
公
民
間

-m時
花

水

位

民

総

-m時
制
叫
分
富
士
克
公
民
必

'm時
間
出
分
旭
川
山
民
財
閥

9
H
U

部
品
分
も
沢
公
式
謝

wv社
全
福
祉
へ
・
椿
田
氏
一
一
一
千
古

八
十
円
、
馬
鳥
&
六
千
円
1

七

夕
ま
つ
り
露
活
出
居
者
一
間
五
汁

万
円
、

T
Y
一
一
千
肉
、
一
市
民

六
千
丹
、
穴
久
山
開
義
孝
九
干
円
、

祭主毛音楽祭

Jl16El (金〉
開潤午後5時30分

。会主富市民センターホー11-
o出演者

く〉漁

3 

5 千束回があった現東竜平理変電所付近 E大工E紡

3 子東関
-主花7km水系のメ;土漣〈おおか 53i:''''らしくないが、水m名でず
iみせき〉摺ゃ、九月寺抑制側を J?称している似ぷノらレいとい知

E流れていた111、史的台体脊館北方 i れていたので、地J己民には特に
Eの1;10地金流れていたJil、並ぴに、 i 象深〈、今封印にふれて話の種
Eζれらとは却jに平塚八幡尻市iJを東 i になる。
主流していた「あかしJi[J¥'こは、そ i 千束の京〈そく)i止、もち論争

5れに沿って水f!lが開かれていた。 とか百とかの閥、τの引で、子東部
き ζれらのJilや掘は止原fこ惜の王子 i はその稀の収穫が刊誌ある直積@

~ JiI (やがわ〉掘と遠い、モの傍ら i 水田という窓!凡である。
2の高い所に中原御梓〈なかはらお i では、どのくらいの面積があ 9
5はやし〉と称した大怯林や、 T，u韓 i たのか、令制 Cbょうせい〉の
g2の森があったので、モのしぼれ I 11llJ=コ10段 1段360主主
5水でふだんも水があった。 i 室長ロ方6尽 1 t立の護稲拘束
2 71<:出はいずれも狭長で、面積と i 東~1O把 αぉ
Eしでは幾らでもないが、熔幼帯柄 i から機伊』守に計算すると、 ζの段
= ，地元の人にとっては貴重な子なで i 日Jk3:2町会長 (2誌〉であ担、溺認
さあった。 の 1 設~300歩からfると、 2 ，

5 千三寵〈せんぞ<)回は、寺 i R百揖 (2，4"つであるヲ
E境内ゴ北L鍔倒jを流れていたj打川!口;に沿つた i ではば:実際はどうな疋白〉か、 E即lIJi¥汗治r凸当盟
芸水問である。 ζ のJ川ilは;は止ふ、馬入の叉 i 年において東千Z京去友z出 11河町q町J9反 2畝
5完沼ヨ 〈あまぬま〉 に発していたの i 1口1~揖沃〈α1， 9幻2比強コ、 E西粁1千京f回耳 1 田貯3了' 
3で、砂尽地の寮端糊古か3ら西端にわた j 草反6畝1出〈α1.6出邸制広持名椛強〉合計3
きる長いものであった。水田があっ ; 町 5反 8畝19揖 (3.59凶弱〉であ

iたのは八路道路あたbから富士見 i るo (今井英雄氏調査によるコ
E小学校の校庭あたDまで、関j合9 i 大上堰掘に沿う武田だった所は
E年( 8 76)作成の絵図拐では、 i は、条皇制の滋名である、壱ノ坪。
5東千致問ョE玉千束隠の小字名で、 ; がある。共に 7~8世妃の壌にゆ

EはpきDζれを示している。! 砂丘地内部白調発が~~iこ進んで加

Z ζ の水E耳の名称については、官 i たζ とを示す地名である。

代土地制度のi璽名であるζ と、ま ! (文章豊田井弘〉出おたずね{家
たぐ千束、の地名は全国的にはそ i 市史軍吉ん裳へ C31-u429コ

>3くミ

ん

川

う

ち

に

、

そ

う

い

島

建

替

や

川

Y
ち
ゃ
ん
な
幻
の
ポ
び
が
拍
ま
D

申

。

悶

ま

し

た
1

そ
れ
は
、
議
翠
令
指

γ
↓
閉
山
し
て
、
自
分
の
思
い
還
り
に
動

こ
お
か
し
な
が
ら
渉
ぶ
こ
と
で
レ
た
o

d
庁
そ
め
震
が
す
ぎ
る
と
、
「
お
む

，
尭
え
さ
ん
は
、
何
事
し
な
く
で
も
い

な
舵

J
J
著
い
か
ら
」
主
一
一
吉
っ
て
情
筆
者
に

J
、
郡
阿
川
で
も
作
っ
て
く
れ
る
ま
ま
む
と

る

川

署

へ

と

お

ぞ

い

ま

し

た

。

明

山

害

時

童

、

還

で

お

母

さ

Y
ち
ゃ
ん
は
4
歳
。
研
党
所
に
ん
と
来
所
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
お
母
さ
ん
L
連
れ
て
こ
は
じ
め
白
岡
国
て
い
た
ず
ち
ゃ

ら
れ
た
時
、

Y
ち
ゃ
ん
は
絢
る
さ
ん
の
行
為
は
、
釘
寄
ら
れ
て
い
る

白
な
い
じ
っ
と
人
の
績
を
昆
γ

宅
仇
母
親
へ
白
京
潟
の
表
れ
と
同
時

う
な
子
で
レ
た
。

Y
ち
ゃ
ん
の
お
に
、
治
療
者
差
た
め
し
て
い
た
の

母
さ
ん
は
、
「
ζ
の
子
は
京
当
に
で
し
ょ
う
。
い
つ
毛
両
分
を
安
市
U

だ
め
な
子
で
、
何
を
教
え
て
も
色
と
め
て
く
れ
る
治
療
者
白
や
さ
し

っ
と
も
党
J

え
な
い
ん
で
す
よ
」
と
さ
し
砕
素
蛮
に
F

つ
け
入
れ
ら
れ
ず
に

半
ば
さ
じ
を
な
げ
て
い
ら
れ
ま
し
い
ろ
い
ろ
な
静
で
治
揮
者
に
ぷ
ヨ

た
。
今
回
は
、

Y
ち
十
三
士
吉
響
か
つ
で
虫
学
の
で
し

ん
が
遊
戯
害
号
品
開
汽
ノ
一

¥
F
た
。
で
も
、
治
奪
回

る
さ
を
と
り
も
E
し

た

謝

νh寸
ヴ
イ
グ
出
掛
や
さ
十
ぎ
が
か
わ
ら
な

空
軍
で
い
き
ま
し
一
二
か
許
持
い
も
の
で
雪
こ
と
を

よ

ヨ

。

手

与

ザ

ヴ

ず

知

っ

た

時

か

ら

一

Y
ち
ゃ

再
放
か
、

Y
ち
ゃ
ん
き
ペ
れ
レ
ん
は
か
わ
っ
て
い
き
ま

は
、
は
り
め
む
成
、
治
結
斗
ゴ
ニ

4

1ど
た
。
や
さ
し
さ
r
A
M

持
者
自
開
ぞ
両
手
で
っ
か
ん
で
み
し
で
、
か
た
〈
な
に
な
っ
て
い
た

た
め
J

、
砂
官
服
に
か
け
て
み
た
D
E
Dゃ
ん
が
、
白
び
の
び
と
自
分

時
に
は
、
げ
と
ば
!
iた
D
し
ま
し
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ζ
と
は

た
。
そ
れ
は
、
は
げ
し
い
も
の
で
大
き
な
成
長
だ
っ
た
と
言
え
る
で

は
占
huま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
ん
し
ょ
う
。

Y
ち
ゃ
ん
は
、
乙
れ
か

な
こ
と
を
し
て
は
、
り
っ
と
怜
撹
ら
お
母
吉
ん
白
中
に
や
さ
し
さ
を

者
の
顔
色
を
弘
つ
が
が
っ
て
い
る
む
求
め
て
い
〈
で
し
ょ
う
。

β
し
た
。
し
か
は
回
を
重
ね
ず
Q

<>J坦沼日程 10tl24日〈オ()10持~15時県立高

訳高校/10月27B(_土コ 10守~12時吉沢公民館

〈吉沢地区自治会〉・ 13時~15時こと罵公民館

〈土箆地区自治会)/10月28 日 C Eiコ 10時~12時

花水公民館辱 13時"-'15時溺松車検場〈花水地ぽ

自治会)/10月30日仁火)10時"'15尽手 県立高濃

高校/m月31Ei(ホ)10持---15時総評化学問盟
パイロット支部献迎会/11月 1 臼〈木コ 10時~15

時東海大学佑育会本昔話/11月 4臼〈日)1明寺~

15時 J1幡公民館(1¥播地区自治会)/11月10ヨ

〈土)1昨時'"'-'15時大野公民館C真土地区自治会〉

--ヘハご九萌カ島田がとうございます~~

豊田地区自治会85本、開パイロットプレジジョ

Y89，21;:、平器中部薬斉摘日虫、平援薬業協同鐙合

153京、 C株〉三菱樹脂75京、臼'"車部(株)90 

京、四之宮地区自治会桜木、平援三ライオンズクラ

ブ 144束、なでしこ三ライオジズクラブ27京

一

揺さ当 市探護課

町一プロゲラム~~

1 表彰式

2，身障に工Eしい理解を

・身障肱育大舎で競われる

スクローム競技。

・車イスの陣験日拡草食して

矢臼った身障エチケット 2・

そして思い出みんなで

建失おう手話の歌
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